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本研究の新規性は、現在、過酸化チタンナノ粒子の製造と放射線増感効

果に関しては基本特許（１）を押さえており、金ナノ粒子と比較し、増感効

果に優位性を示した。さらに免疫チェックポイント阻害剤（ICI）を併用する

ことで、爆発的な効果を有し、いわゆる内因性のがんワクチン療法になり

得ることを示した発展的な特許（２）をも有している。

アピールポイント
1. 従来の放射線療法の効果は、局所に限定的だったが、

Burst therapyでは、全身の病変に対して効果あり。
2. Burst therapyでは根治線量ではなく小線量で効果が
あり、従来の副作用を懸念がない。

3. 自己免疫を利用するので、抗がん剤の骨髄抑制等の
副作用を心配する必要がない。

4. 放射線抵抗性のがんにも治療効果が期待でき、適応
が広がる。ワクチン効果により、再発を予防すること
が期待できる。

5. 世界初の併用治療であり優位性がある。
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